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President Rouhani and the Progress in Iran’s Nuclear 





     The recent rapprochement between Iran and the United States after 
Hassan Rouhani was elected president in June 2013 may represent an 
important geopolitical shift that would alter the politics of the Middle East. 
The main purpose of this paper is to evaluate this political shift, examine 
whether the interim nuclear agreement between Iran and the United States 
would lead to some structural shifts in the Middle East, and analyze to what 
extent this change can be sustainable for both sides. 
 
     The main Part of this paper is divided into three sections. The first section 
examines in detail the process of Iran’s Presidential election in June 2013, 
especially the sudden change of atmosphere which took place just three days 
before election day. The second section is devoted to analyzing the Obama 
administration’s shift to diplomacy with Iran. And the third section treats the 
on-going nuclear negotiations between Iran and P5+1, which is expected to 
reach a comprehensive solution. 
 
     The paper argues that the dramatic shift in the US policy toward Iran is 
not limited to the bilateral relationships between the US and Iran, but it is 
related to several key issues in the Middle East, in particular to those in Syria, 
Iraq and Afghanistan. This changing process in Iranian politics and the path 
to diplomacy is profitable for Japanese national interest, and that Japan 
should also contribute to Iran’s return to the international community. 
 





























 6 月 20 日以降イランの政治権力側が暴力や検挙者の拷問を含むあらゆる手段を使って民
主化要求運動に対する弾圧を躊躇することなく行ったことは、この時、体制側が抱いた危機
感がいかに大きなものであったかを物語っている。この間 2009 年 11 月頃からイラン当局
はインターネットの組織的な規制強化に乗り出し（BBC 報道、2009 年 11 月 15 日）、その
後当局によるネット情報の監視･検閲は現在に至るまで続いている。 
                                                     
1 その日本における典型例として、とりあえず『中東研究』2009/2010年、吉村[2010]等を参照。なお『ア
ジ研ワールド･トレンド』では 2009年と 2010年の 2回にわたりイランの特集が組まれた。またメディアの
新たな役割に焦点を当てた最近の考察としては Khosronejad[2013]がある。 
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ye negahbān）、公益評議会（Majma`-e tashkhīs-e maslahat-e nezām）などがイスラーム
的な知識に基づいてチェックを行うというのがヴェラーヤテ･ファギー理論の基本的な構想
である。 
 今回の選挙においても申請の段階で 686 人にのぼった候補者を護憲評議会がすべて審査し、

















ャリーリー、レザーイー、ヴェラーヤティー、およびロウハーニーの 8 人であった。 
6 http://www.rferl.org/content/khomeini-rafsanjani-iran-election-presidency/24994147.html
（2014 年 1 月 5 日アクセス） 
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票日までに伝えられた特に目立った動きとしては、6 月 1 日にロウハーニー候補の選挙運動
参加者 7 名が逮捕され（ABC News記事 7）、翌 2 日にはアフマディネジャード系の『イラ









 今回の大統領選の帰趨を決める動きは、選挙の 3 日前になってにわかに表面化した。それ
は今回の候補有資格者のなかで唯一の改革派候補であったモハンマドレザー･アーレフが改





のが、現在でも英語版Wikipediaに掲載されているIPOS（Iranian Elections Tracking 
                                                     
7 http://abcnews.go.com/International/wireStory/report-iran-arrests-election-campaigners-
1930734（2013 年 6 月 3 日アクセス） 
8 http://news.yahoo.com/iran-court-bans-state-owned-newspaper-6-months-112752037.html 
（2014年 1月 5日アクセス） 
9 http://www.bbc.co.uk/news/world-middle-east-22771565（2014年 1月 5日アクセス） 
10 これらの各種「世論調査」の結果については英語版 Wikipedia が 18 種ほどを詳細に整理･紹
介していたが、選挙結果の発表直後に削除され、現在では参照することができない。 




6 月 11 日付け記事がある。http://www.washingtonpost.com/world/middle_east/report-iran-
may-disqualify-centrist-candidate-in-presidential-election/2013/06/09/8b11cb8c-d16e-11e2-
9577-df9f1c3348f5_story.html（2013 年 6 月 11 日アクセス） 
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図 1 投票日直前の各候補に対する予定投票数の推移 
 
出典： 英語版 Wikipedia に掲載のデータをもとに筆者が再計算して作成。 
 
 このグラフを検討することによって少なくとも以下の諸点が明らかになる。すなわち（1）
ロウハーニー候補への支持はアーレフ候補が立候補辞退を表明した 6 月 11 日を境に急増し
ている。（2）ガーリーバーフ、レザーイー、ジャリーリー、ヴェラーヤティーらの主要な
保守系候補は 6 月 6 日の時点から投票日まで支持率がほぼ一定している。（3）6 月 11 日以
降のロウハーニー候補への支持の増加分は、もっぱら投票先「未決定」ないし棄権予定の部
分（いわゆる浮動票）の取り込みによる。 
 さらにこのグラフを詳細にみると、6 月 12 日から 13 日の段階でもう一度ロウハーニー候
補への支持票が急増していることが読み取れる。この動きの主要な要因になったと思われる
                                                     
13 http://en.wikipedia.org/wiki/Iranian_presidential_election,_2013（2014 年 1 月 5 日アクセス） 
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支持しない人間でさえ）投票には参加しなければならない」（Keyhan紙、6 月 13 日付け記
事 14）。 




たことをテヘランで 11 月に確認している。 
 6 月 14 日に行われた選挙では投票率 72.7％（投票者数約 3670 万人）を記録し、ハーメ
ネイーが指導するイスラーム革命体制に対する国民の高い支持を印象づけた。またこれによ
って今回の選挙におけるハーメネイー周辺の最大の目標のひとつが達せられ、2009 年 6 月
以来の体制転覆への懸念は一応払拭されたといえよう。公表された大統領選挙の各候補得票











                                                     
14 http://www.kayhan.ir/920323/3.htm#N301（2013 年 6 月 16 日アクセス） 
15 http://www.al-monitor.com/pulse/originals/2013/06/iranians-choose-hassan-rouhani.html
（2014 年 1 月 5 日アクセス）記事中では最高指導者のこの発言を「ハーメネイーから反体制派
へのオリーヴの枝」と表現している。 
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 そもそも前任のアフマディネジャード政権は 2005 年 6 月の選挙において登場し、米国の
G.W.ブッシュ政権（2 期目）に対するイスラーム革命政権側の対応として、イランの「防衛
的軍事国家」建設を志向していた［鈴木 2006, 139］。その際こうした政策の中軸的な位置
に据えられたのが、革命直後の 1979 年 5 月にホメイニーの命令により創設された革命防衛
隊（Sepāh-e pāsdārān）であった。アフマディネジャード大統領は第 1 期の任期中におい





















                                                     
16 Rouhānī [1389/2010]は第 1 巻「基本的思想」、第 2 巻「外交政策」、第 3 巻「文化･社会の問
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米国への警戒心を強めてイラン･米国関係の改善の可能性を考えなくなったことによるとさ
れている。 




























 実際 2009 年 6 月以降の民主化要求運動における最大の局面は、イスラーム革命体制を体
現する最高指導者ハーメネイーの権威に対して公然と異議申し立てが行われた 7 月頃の時点
                                                     
18 米国オバマ政権のアフガニスタン政策の推移に関しては、『アジア動向年報』（アジア経済研
究所）の 2011～2013 年版のアフガニスタン章（拙稿）を参照のこと。 
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であった 19。選挙結果の公表から数日を経た 6 月 19 日にハーメネイー自身がアフマディネ
ジャードの当選を認める裁定を行ったが国民の多くはこれを信用せず、大衆的な抗議運動に
対する当局側の暴力的な弾圧がエスカレートするなかで改革派のムーサヴィー候補とキャッ
ルービー候補は選挙結果を受け入れないとの発言を繰り返していた（Reuters、2009 年 7 月
2 日付け記事）。 
この間ハータミー元大統領を含む改革派の宗教界要人の多くは事態収拾のため国民投票を
求めた。7 月 17 日にはラフサンジャーニー元大統領が騒擾後初めてテヘラン大学での金曜
礼拝に立ち、ハーメネイーの裁定に対して間接的ながら批判を行った。その後 7 月 30 日に
は 40 日前の 6 月 20 日にテヘラン市内で大規模なデモを見学していたネダー･アーガーソル
タン（当時 26 歳）の当局側による銃殺の追悼集会がテヘラン南部のベヘシュテザハラー墓
地などでもたれ、映画監督のジャアファル･パナーヒーを含む検挙者を出した。 
 だがこうしたイスラーム革命体制にとり革命後 30 年目にして最大の体制危機は、反面で














 こうした判断のもとに、オバマ政権は 6 月のロウハーニー当選の直後からイラン側への積
極的なアプローチを試みている。ほぼ 1 年前にはカナダがイランから秘密裏に外交官を召還
しており米国にとってのイランへの外交的な窓口が限られるなかで 20、オバマ大統領とロウ
                                                     
19たとえば” Supreme leader Khamenei diminished in Iranians' eyes,” Los Angeles Times, 15 
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ハーニー大統領は相互に書簡のやり取りをして非公式ながら最初の接触を試みた 21。また、
この時期日本からは自民党の高村副総裁が安倍総理特使として 9 月 7～8 日にテヘランを訪
問している。 












よう。そもそもイランの核問題は、2002 年 8 月にイラン国外に拠点をもつ反体制組織モジ
ャーヘディーネ･ハルク（MKO）がイランのナタンズおよびアラークにおける秘密核施設の
存在を暴露したことに端を発している。その後イランは、平和目的の核開発であると一貫し
て主張しているが、2009 年 9 月には IAEA 報告でイラン中央部のゴム近郊にあるフォルド
ゥでのウラン濃縮施設の存在も明らかにされた。 
欧米各国はナタンズおよびフォルドゥでの一連の高濃縮ウランの製造は核兵器開発につな
がるものとして事態を重視し、国連安保理は 2006 年以来 4 度にわたって制裁決議を行って
きた。とくにアフマディネジャード大統領の登場以降、イランを中東域内の主要な仮想敵国
として想定するイスラエルは、先制攻撃の可能性を常に現実的な選択肢として検討してきた。
また米国は 2011 年 11 月のIAEA報告を受けて 2012 年から経済制裁を大幅に強化、金融取
                                                                                                                                                              
tehran.html（2014年 1月 10日アクセス） 
21 http://www.theguardian.com/world/2013/sep/15/obama-rouhani-united-nations-meeting
（2014年 1月 10日アクセス）および http://www.bbc.co.uk/news/world-middle-east-24110868






（2014年 1月 10日アクセス）を参照。 
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引および原油の輸入に際して大きな制約が課されるようになり、イラン経済に大きな打撃が
続いている 23。 
 こうしたなかでイラン側･欧米側双方の期待を背に 2013 年 11 月 7 日から 3 日間ジュネー
ブで再開された核交渉では、イラン側がザリーフ外相およびアラーグチー外務次官、P5+1




核交渉はその後 11 月 20 日に改めてジュネーブで交渉を再開、各国の外相が集結して長
時間にわたる詰めの交渉の末 24 日に歴史的な「第一段階の合意」に至った。イランは以後
6 カ月の間フォルドゥでの 20%ウランの濃縮やアラークでのプルトニウム抽出が可能な重水
炉の建設を控え、IAEA の査察を積極的に受け入れること。また P5+1 側はその見返りとし
て制裁を一部緩和する（その経済効果は半年で約 70 億ドル相当）というのがその内容であ
る。 








 だが、年明けの 1 月 5 日にはイラン側がイラン南部ギャッチーンのウラン鉱山への IAEA
査察受け入れを発表、10 日には欧州連合（EU）とイランの代表がジュネーブでの専門家会







                                                     
23 リアルの対米ドル為替レートは 2012年の年頭から一挙に暴落し、現在でも以前の 3分の 1から 4分
の 1で推移している。また物価上昇率は 2012年 1月以来前年比 20％を続けており、同年 12月以降
は 30％以上に悪化した（ジェトロ･テヘラン事務所調べ）。 
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ラン政策から大きく変更するという方向性である。2 月 2 日にはモシェ･ヤアロン国防相が
イランのザリーフ外相とシンポジウムの壇上で同席するという場面があり（al-Monitor、





















                                                     
24 一例として Yadlin and Golov[2013]の第 5章ではイランの現状について「経済制裁を強化した場合
でも体制転覆の可能性は高くない」と結論づけている。 
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